◆16　青木千帆子・権藤眞由美「「福祉避難所」成立の経緯」
■報告要旨（2,000字以内）［註、文献、図表等も含む］

　　1. 目的

　本報告では、まず「被災地障がい者支援センターふくしま」の活動を通して、東日本大震災から7ヶ月間を障害者がどのように過ごしてきたのかをふりかえる。そして、介護の必要な高齢者・障害者も避難できるように避難所の体制を整えようとする「福祉避難所（★１）」が、現実には介護の必要な高齢者・障害者だけを集めてひとところに収容する場所と化してしまっていることを指摘する。「福祉避難所」とは、1995年阪神淡路大震災の時におきた問題を解決するために設置されることになった避難所である。続いて、阪神淡路大震災後の福祉避難所に関する取り組みをたどり、東日本大震災において福祉避難所が隔離･収容型施設としてあらわれるまでのプロセスを確認する。
　　2. 方法

　本報告は、文献調査とフィールドワーク調査によって構成される。文献調査では、1)「被災地障がい者支援センターふくしま」から発行されている報告書（★２）、2) 2011年3月11日以後東日本大震災に際して被災した障害者に関する新聞報道（★３）、3) 1995年以後朝日新聞・毎日新聞・読売新聞に掲載された「福祉避難所」に関する新聞報道、4) 1995年以後「福祉避難所」に関して交わされた国会での議論、5) 厚生労働省により公開された資料を分析対象として採用する。フィールドワーク調査では、第一報告者・第二報告者が「被災地障がい者支援センターふくしま」の活動に参加した。本報告は以上の文献調査とフィールドワーク調査の際にとったフィールドノートをもとに構成される。
　　3. 結果

　福島県において被災した障害者の動きを時系列的に示す。ここでは例として、福島県双葉郡富岡町にある社会福祉法人福島県福祉事業協会の施設「東洋学園」の動きを紹介する。
　まず、地震発生翌日の12日、入所の児童・生徒と20～50代の大人計250人がバスで避難し福島県双葉郡川内村にある同法人の施設に入っている。しかしその日のうちに政府の避難指示の範囲が広がったため、夜中に再び移動。一次避難所になっていた川内村の小学校の体育館に到着。しかし、突然の環境の変化に大きな声を出したり、落ち着きを失ったりする子どもが相次ぎ「一般の人と一緒の避難所は無理」と考え、13日には学園が所有する福島県田村市の通所施設に移る（2011/3/29　朝日新聞）。

　しかし、40人定員の施設に250人が避難したため様々な困難が生じ、4月7日には東洋学園の入所者95人が千葉県鴨川市の県立鴨川青年の家に移動。5日には同じ法人が運営する障害者支援施設「あぶくま更生園」の入所者ら114人、11日には同法人の別施設の入所者68人が、11日までに各施設の職員96人も鴨川市に移り、施設機能の大半を移転させることになる（2011/4/7　東京新聞）。そして、このような取り組みが「双方の間に災害支援協定などはないものの、県と市レベルでの珍しい連携支援が展開されている（2011/3/31　カナコロ）」と評されている。

　　4. 考察
　当日の報告では、以上のような事例報告をもとに福祉避難所が、現実には介護の必要な高齢者・障害者だけを集めて収容する場所と化してしまっていることを指摘する。続いて、阪神淡路大震災後に始まった福祉避難所設置に関する取り組みや議論をたどり、東日本大震災において福祉避難所が隔離･収容型施設としてあらわれるまでのプロセスを確認し、この点について考察する。
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　　6. 注

★１  福祉避難所とは、二次避難所の一つとして位置づけられる。高齢者、障害者、妊産婦、乳幼児、病者等、一般的な避難所では生活に支障を来たす人たちのために、何らかの特別な配慮がされた避難所（厚生労働省, 2008）。バリアフリー化された施設や学校を自治体が指定する。

★２  「被災地障がい者支援センターふくしま」http://www.arsvi.com/o/s-fukushima.htm

★３  「東日本大震災　障害者関連報道」http://www.arsvi.com/d/d10201105p.htm
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